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１．研究計画の概要 本研究の目的は、夢語
りの豊かな教育的機能を再発見するために、
夢に関する親子の会話や、今日の子どもたち
の夢理解のあり方などについて組織的に探
究することにある。 
２．研究の進捗状況：(1)夢についての親子
の会話の分析：幼稚園年長児・小学校１年
生・小学校３年生の親子の約計５０ペアに夢
についての会話を１０分ほど自由に行って
もらい、子どもの性別や学年、親子の雰囲気
でいかに会話に変化があるかを調べた。この
研究に関しては、京都国際社会福祉センタ紀
要に、倉中晃子との共著論文として掲載した。
(2)大学生への最年少時の夢についてのアン
ケート調査：大学生に一番幼いときの出来事
の記憶と一番幼いときにみた夢の記憶とを
アンケート調査を２研究行った。１度目の研
究は 2008.3 のが発達心理学会で覚前・麻生
でポスター発表を行った。第 2 弾の調査研究
に関しては、現在データの分析中である。(3)
幼稚園児の夢理解の実験的研究：幼稚園児が
「夜布団に入いったはずなのに自分が動物
園にいる」といった不連続体験をしたとき、
その体験を果たして“夢”と名付けることが
できるのか、また夢の“因果性”“共同性”“フ
ィクション性”について子どもたちがどのよ
うに理解しているのか 2008.3 の発達心理学
会で吉良・麻生でポスター発表を行った。(4)
大学生 20 名にインタヴューを行い大学生の
夢理解に関しての研究も滝田景子との共同
研究を現在行っている。 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している：今回の科
研の核となる研究をすでに紀要論文として
まとめたことがその理由である。調査研究と

実験的研究に関しては、最後の詰めがまだな
されていないが、今年遂行できる目処が立っ
ている。 
４．今後の研究の推進方策 
 幼稚園児に対する実験的研究と大学生へ
の調査研究とをそれぞれ論文化することが
課題である。４年目の最後には冊子体で科研
の報告書を作成する計画である。 
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